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はじめに 
本稿では、英作文の授業の実践報告を行う。この授業では、いきなり英語
から入るのではなく、まず日本語の文法の講義を行い、学生の母語である日
本語と学習言語の英語との違いに気づきを与え、英作文をする際に自主的に
工夫ができるようにすることを目標とした。  
そして、我々の意図としては、日本語の意味を考え、内容を理解すること
で、自分が知っている英語の単語や構文から、英語文を作り、積極的に英語
でのコミュニケーションがとれるようになるきっかけとなることも期待した。  
大学生を対象とするメタ文法能力の育成の試みの１つとして行った。  
この実践において、日本語の文法の授業は高橋純（地域文化学科）が行い、
英文の解説はマユーあき（地域文化学科）が行なった。また、本稿の執筆担
当は、第１節、２節は高橋が、第３節と「まとめ」はマユーが担当した。  
ちなみに、学生たちには、学生たちの英作文が個人を特定できない形で論
文に使用されることをメールにて伝え、了承を得ている。  
 
１．授業の構成 
1.1 授業の意図 
 本実践は、既に外国語や母語の知識をそれなりに持っている大学生を対象
とした授業実践であるが、ふだん何気なく無意識に使っている母語への気づ
きを与え（意識化させ）、その気づきから英語の理解を深めることを目的とし
た「メタ言語能力」の育成のための実践の１つと考えている。メタ言語能力
については、次の記述を参照されたい。  
 
「メタ言語能力 (metal inguist ic  abi l ity)」は、「ことばを客体的に捉
え自覚的にコントロールする力」 (Birdsong,  1989)であり、簡単に言
えば「言語を自覚的に運用する力」と考えてよい。メタ言語能力につい
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ては、以前から英語教育の研究の中で知られており、英語の運用能力を
高めることと並行して、母語としての日本語力（国語力）を高める必要
性が強く主張された。実際、日本語や英語を母語として習得する場合は、
通常、その対象言語を、いわば絶対的に学習するのに対し、第２言語の
学習においては、不可避的に母語が影響を及ぼすので、母語との関係に
おける相対的な学習にならざるをえないが、このとき、母語との関係を
積極的に第２言語の学習に利用することも可能であり、それによって、
母語に対する自覚的な理解が深まることも期待できる。このような場合
に、母語との関係において対象言語を学習することこそメタ言語能力の
活性化であり、同時に、母語に対する自覚的な理解が深まることもメタ
言語能力にほかならない。（菅井・太田・大河内 2016：1）  
 
 多くのメタ言語能力 1 )  を活性化する実践は中学生を対象に行われているが、
大学生は既に言語習得の臨界期を過ぎており、母語を利用した外国語学習が
不可避となっている。そのため、メタ言語能力の活性化を利用した文法の捉
え直しがより効果的なのではないだろうか。  
 
1.2 対象学生 
 本実践の対象とした学生は、本学人間文化学部地域文化学科国際文化コー
スの 2 年生の必修科目である「英語学概論Ⅰ」 2 )  の受講者 23 名とした。本学
科は、「日本文化コース」と「国際文化コース」からなり、「国際文化コース」
では、日本を超えた世界の様々な地域の文化について学ぶため、英語の必修
科目が多めに設定されている。そのため、このコースを選択する学生は、少
なからず英語に興味を持っており、得意不得意は別として、英語の勉強その
ものは決して嫌いではなく、「文法」に対してアレルギー症状を示すこともな
い。  
 
1.3 想定する学生像 
 では、この学生たちは、どのような態度で英語の作文に向かうのであろう
か。本実践では、学生像を以下のように想定した。  
 
A)  日本語文内の語に相当する英語の語がわからない際にすぐ辞書を引く
傾向がある  
B)  日本語文内にある単語を一対一対応で英語に直す傾向がある  
C)  日本語の語の意味を丁寧に考えない傾向にある  
D)  日本語の構造に対する認識不足から英語の構文がつかめないところが
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ある  
 
 この学生像は、従来の学生から経験的に想定したものである。本来ならば、
その対象の学生の実情を予備調査し、その調査結果に合わせて行わなければ
ならなかったが、時間の関係上、このような学生を想定して授業を行なった。
この点に関しては後にも記すが、大いに反省すべきところであった。  
 
1.4 授業の流れ 
 授業の流れは次のとおりである。  
 
i .  7 月 17 日にメールで学生に課題を与える。（7 月 19 日の授業前に〆
切 )  
i i .  7 月 19 日に日本語の文法の講義  
i i i .  7 月 19 日の日本語の文法講義の後、再度、同じ課題を考え直しても
らい、再提出（7 月 22 日〆切）  
iv.  7 月 26 日に再提出してもらった課題をもとに英語文の解説  
 
 このように、授業の流れとしては、何も指示をせずに日本語英語訳の課題
を出し、英語の解説なしに高橋が日本語についての解説を行った。日本語の
講義を聞いた後、日本語の文法の授業からの気づきをもとに、再度、同じ課
題を考えてもらうという流れである。そして、最後に英語文の解説をマユー
が行った。  
 このような 10 日間という短い期間での実践であったことも反省すべき点で
あるが、それでも今後の授業の組み立てを考える上で非常に得るところは多
かった。  
 
1.5 課題文 
 この節では、学生たちに課題として出した日本語文とその出題意図を説明
する。  
 英語に訳す日本語文の課題を以下に示す。  
１．あなたと同じ遺伝子の組み合わせを持った人は、古今東西あとにも
さきにも存在しないのです。（安藤寿康『なぜヒトは学ぶのか  教育を
生物学的に考える』講談社現代新書，2019 年，p.172）  
２．学んでいることがらの中に、何かあなたにとって意味のあるものを
見出すことはできないでしょうか。（安藤寿康『なぜヒトは学ぶのか  
教育を生物学的に考える』講談社現代新書，2019 年，p.221f .）  
224
３．農業の問題を考察するときにはまず必要なことは、農業の営みがお
こなわれる場、そこに働き、生きる人々を総体としてとらえなければ
ならない。（宇沢弘文『社会的共通資本』岩波新書， 2000 年，p.60）  
 
 この 3 文は、すべて新書から引用したものである。新書は、一般向けとは
言いながらも、ある程度、論理的に文章が書かれておりており、文の構造を
考えるのに向いている文が使用されていると考えたからである。  
 では、どのような観点で課題文を選んだのかについて説明する。  
 まず、課題文 1 では、次の (ア )から (ウ )の部分に焦点を当てた。  
(ア )  長い連体修飾句を見分け、単純な構造を導き出す  
(イ )  「古今東西あとにもさきにも」という副詞句の意味を考えて、簡単
な表現に言い換える  
(ウ )  「～と同じ [N]」という句と「 the same [N]  as～」の構造の違いに
気づく 3 )  
 
 次に、課題文２では、 (エ )と (オ )に焦点を当てた。  
(エ )  「〜ことがら」や「何か [〜 /Adj]もの」、「〜ことはできない」のよ
うな形式名詞を使用した連体形の構造を見出す  
(オ )  「〜ことはできないでしょうか」という述部の隠れた主語を見出す  
 
 最後の課題文３では、 (カ )～ (ケ )に焦点を当てて選んだ。  
(カ )  主語をどのようにとらえるべきか。一般人称の考え方  
(キ )  「まず必要なことは」という句をどうとらえるか。副助詞ハの様々
な用法の理解  
(ク )  「農業の営みがおこなわれる場、そこに働き、生きる人々」の構造
をとらえる。係り受けの仕方をとらえる  
(ケ )  「 [N]を総体として」というフレーズがどう言い換えられるか  
 
 この課題文３は、少し破格的な文であるため、詳しく構造を見ると間違っ
た日本語に見えてくるが、日本語母語話者が一読した限りでは、決して不自
然には感じない。つまり、日本語として存在する文であり、また日常、普通
の日本語母語話者ならばこのような日本語を使用している可能性がある。し
かし英語の文法を基準とすると、間違えだと思ってしまう可能性があり、こ
のような日本語をどのように訳すべきかということも考える必要がある。  
 
２．日本語の授業内容 
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 日本語の文法の授業としては、以下の内容を行なった。  
①  語順（SVO/SOV・数の一致の有無）  
②  主述関係について（隠れている主語・話者視点）  
③  格について（必須格と補助的な要素・副助詞ハ）  
④  修飾句について（内の関係・外の関係）  
⑤  意味について  
 
2.1 語順 
 この節では①の項目について説明する。まず、日本語の骨格を捉えるため
に、日本語と英語の語順の説明を行った。ここでの説明は、３つの課題文に
共通する内容で、基本的には、SOV と SVO の違いである。ここでは、O は
目的語で、日本語のヲに相当すると大雑把に理解してもらう。もちろん、O
とヲは、洒落で覚えてもらっている。そして、英語には、日本語の格助詞
（ガやヲなど）に相当するものがない代わりに動詞を挟んで、S がガ、O が
ヲに相当することを意識してもらう。この語順と格助詞の説明は、後の項目
の格の概念で、再度、詳しく説明した。  
 そして、英語には格助詞はないが、SV の関係で「数の一致」が存在するこ
とを話し、主語 (S)と動詞 (V)の関係の話をした。  
 この項目で説明した内容は、基本的には、高校までで何度も言われてきた
ことで学生たちも理解していることは承知しながらも、日本語と英語を対比
しながら再確認を促し、日本語には現れない名詞の単複にも意識を向けさせ
る意図があった。  
 
2.2 主述関係について 
 この節では、②の項目を説明する。つまり、①の項目で SOV だ、SVO だ
と話をしたが、日本語には、S が必ずしも明示的に現れるとは限らないこと
を話した。一方、英語は、S と V で数の一致を表現しなければならない関係
上、S を明示的に表現すると説明した。 4 )  そして、課題文２の「できないで
しょうか」と課題文３の「とらえなければならない」の主語について具体的
に考えてもらった。  
 課題文３では、「私たち」なども考えられるが、一般的な人が主語となる場
合なども考えられることを見てもらった。課題文の狙いとしてあげた (オ )と
(カ )の意識化を目指した。  
 そして、日本語は、話者視点が強いことを話し、何のコンテクストもない
状態で、主語が明示されていないと、話し手（私）が主語になることも説明
した。話者視点が強いことの傍証として、「天空の城ラピュタ」の滅びの呪文
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の後、閃光により目が見えなくなったムスカの「目が！」というセリフを利
用した。授業当時は、英語版が手もとになかったので、印欧語族のゲルマン
語系で英語と近い関係にあるドイツ語版 5 )  を使用して、ドイツ語では  
"meine  Augen. "と「私の (meine)」という語をわざわざ入れなければなら
ないのにもかかわらず、日本語では話し手視点なので、「目」といえば話し手
の目であることが含意されていることを見た。 6 )  
 
2.3 格について 
 「格」という語は出さずにすでに①でガとヲを導入しているが、③の項目
ではさらに「必須格」という用語を導入した。日本語では、主語と同様に他
の格要素も話し手・聞き手ともにわかっていれば省略をしてしまうので、日
本語話者は、 i t を入れ忘れたり、関係代名詞と関係副詞の違いに戸惑ったり
する可能性がある。  
 たとえば、アガサ・クリスティーの小説 7 )  の一節で  "She took  it  on 
purpose.  Don' t  te l l  me!"  (p .13)というセリフを日本語訳では、「覚悟のう
えで飲んだのよ。決まってるでしょ！」 (p .14)となり、日本語では i t を明示
的には訳していない。また、日本語の小説 8 )  の「自分でやるって言ったでし
ょ」 (p .68)というセリフには、英語訳で、 " I  to ld  you I 'd  do i t  myself . "  
(p .68)と  i t  が訳出されている。  
 そして、必須格と関係詞文については、必須格と補足的な格とでは、英語
文に直した際、関係詞に違いが現れる。たとえば、以下のようである。  
 
必須格の場合 
基準の文：A が B を殺した → A ki l led B.  
関係詞文：B を殺した A  → A who ki l led B  
 A が殺した B  → B who A ki l led  
補足的な格 
基準の文：A が B をナイフで殺した → A ki l led B with a  kni fe .  
      キッチンで A が B を殺した → A ki l led B in the  ki tchen.  
関係詞文：A が B を殺したナイフ     
                                   → the  knife  which A ki l led B with  
              A が B を殺したキッチン  
              →  the k itchen where / in  which A ki l led B  
 
 このように、日本語では、格助詞という同じカテゴリーの小辞が使用され
ている文要素は、同じ方法で連体修飾をすることができる。しかし、英語で
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は、日本語の格が必須か否かで、関係副詞を使用したり、関係代名詞を使用
しても前置詞を置いておかなければならない。  
 このような事象を念頭に置いて、必須格という語を導入した。この説明の
ターゲットとしては、 (ウ )や (エ )、 (ク )を考えた。  
 格の関係でもう１つ重要な内容として、副助詞ハについての説明である。
多くの学生は、小学校以来、ハを主語のマーカーとして認識しているので、
この誤解を解くことから始めなければならない。そして、主題化されたハを
本来の格に戻せるようになってもらわなければならない。例えば、「窓は太郎
がわった」の「窓は」は、本来の格では「窓を」になる。  
 副助詞ハは、格助詞のガやヲと入れ替わり、主題を表現するが、文中の構
造的な意味としてはガやヲと同じであり、ハが主語と認識されるときは、ガ
との交替のときであることを知ってもらわなければならない。また、他の要
素の主題化にも用いられることを示すとともに、文中のどの要素にも戻せな
いような特殊なハの使い方も披露した。例としては「この雲は、雨が降るに
違いない」という作例を用いた。この文は、「父は今ロンドンだ」（高嶋
2019:4）の「～に関して言えば」を表現するものであることを説明し、常に
主語として機能するわけではないことを述べた。この説明は、 (キ )をターゲ
ットに行った。  
 
2.4 修飾句について 
 前節で述べたように、関係詞文（修飾句）を作るときには、日本語の構造
が必ずしも英語に適応できないことを意識させ、さらに複雑な「外の関係」
の連体修飾について説明をおこなった。  
 内の関係とは、修飾句と被修飾句の間に格関係がある修飾関係をいい、例
えば「太郎がわった窓」という連体修飾構造の「窓」は、「太郎が窓をわった」
と修飾句のヲ格として格関係を持っており、英語の関係代名詞で表現できる。
それに対して、外の関係とは、「魚を焼くにおい」や「学校へ行く途中」のよ
うに修飾句「魚を焼く」や「学校へ行く」の中に格関係が見られず、「におい」
や「途中」を通常のもとの文に戻したら、まともな文が作れない連体修飾を
いう。つまり「*においが魚を焼く」にも「*魚をにおいに焼く」にもならず、
英語では関係代名詞以外の表現を用いなければならい。（井口・井口
1994:92）  
 この構文を導入した理由は、日本語では同じ構造でも、英語では大きく表
現方法が異なることを示した。この説明に明確なターゲットはないが、日本
語の連体修飾と英語の関係詞文の違いを印象的に記憶してもらうことを目的
とした。  
228
 ちなみに、ここでは修飾句と修飾される名詞との語順について、再度説明
を行った。修飾の語順をわざわざ説明した狙いは、関係詞を含む the same 
[N]  as～の構文について考えてもらうためであった。しかし、構文をそのま
ま使うことを避けたため、the  same [N]  as～を直接説明の際には用いなか
った。  
 
2.5 意味について 
 本実践では、日本語を分析することで、自分が知っている知識で英語文を
作ることができるようになるということが目標であるので、語を訳すのでは
なく、意味を訳すことを述べた。その際には、日本語の小説とその英語翻訳
を用いて、実際の構文の違いを示し、意味を訳すということを感じてもらっ
た。これらは、 (イ )や (ケ )を念頭に説明を行った。  
 しかし、意味を訳すというのであれば、日本語の文法説明より先に、もっ
と日本語の意味を考えながら、日本語文をパラフレーズすることを練習させ
るべきであったのではないかと反省している。  
 つまり、課題文１を例にとるのならば、「すべての人は、独自の遺伝子の組
み合わせを持っている。そして、その遺伝子の組み合わせは、それぞれの人
ごとに違っている」という簡単な文に直させるところから始めてもよかった
のではないだろうか。  
 
３．課題文の英語試訳と学生の英作文の分析 
 この節からは、それぞれの課題文について、学生に解説するために教員が
作った英語試訳とその考え方を示した後に、学生の英作文を分析する。対象
としたのは、課題文に関連する日本語文法の解説後、学生がもう一度同じ課
題文を英訳して提出したものである。日本語文法の解説を手掛かりに、最初
の英訳を再考して必要な修正を加えることを期待しての再度の英訳であった
が、実際は文法・語法上の間違いの多くは修正されることなく、そのままで
あった。今回の実践の目的も踏まえ、まずは日本語文の意味および構造を理
解した上で適切な英語文の構造を組み立てることができているか、すなわち、
まずは英語としての文の骨格を作ることができているかどうかという点に焦
点を当てて分析し、その後、学生の書いた英語表現に見られる問題に言及す
る。  
 
3.1 課題文 1 
3.1.1 英語試訳とその考え方 
「あなたと同じ遺伝子の組み合わせを持った人は古今東西あとにもさきにも  
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存在しない。」  
 a)  No one /Nobody in the world  has  the same genet i c /gene 
combinat ion as  you have.  
  b)  There is  no  one /nobody in  the  world  who has  the  same genet ic   
combinat ion as  you have.  
 
課題文の試訳として、a)、b)の 2 通りを示す。SVO 型の言語である英語で
は No one/  Nobody  を主語にした a)の他動詞文は自然で英語らしいが、学
生は「～は存在しない」という日本語文から there 構文の b)の方を発想しや
すいかもしれない。  
「古今東西あとにもさきにも」という副詞句は、「古今東西」とは「昔から
今まで、あらゆるところ」の意で、「あとにもさきにも」はここでは「過去に
も未来にも」という時間的意味である。整理すれば、「世界で、これまでもこ
れから先も」と解釈できる。「世界で」→ in  the world、「これまでもこれか
ら先も」は述語動詞の時制とアスペクトに手を加えて、No one has ever 
had or  wi l l  ever  have としてもよいと思う。しかし、そもそもこの課題文
は時間を超越した科学の真理を述べている。そうであれば、述語動詞は単純
現在のままにし、日本語にこだわらずこの部分は特に訳出しないのも 1 つの
やり方であろう。  
3.1.2 学生の英作文の分析 
3.1.2.1 文構造 
学生が書いた英文の構造には、大きく次の 3 つのパターンが見られた。  
 
      (1)   S+V 型（自動詞文）    :  14 名  
      (2)   There  構文          :  7 名  
      (3)   S+V+O 型（他動詞文）  ：1 名  
 
(1 )の自動詞文で英訳した学生は、日本語文の主語「あなたと同じ遺伝子
の組 み合 わせ を持 った 人」 を People /  The person/  A person who 
have/has  ～、述語「存在しない」を don ’ t /doesn ’t  exist と英訳していた。
主語の主要部である「人」に係る長い連体修飾語句は関係代名詞 who を使っ
て関係節で何とか英訳されてはいるものの、述語については日本語の「存在
し（ない）」に引っぱられ、それとおそらく一対一対応で記憶された英語の自
動詞 exist を使っていた。日本語の語順のまま英語に訳したもので、直訳的
で頭でっかちの不自然な英語になってしまっている。日本語から英語に逐語
訳する傾向が強いことをあらためて示す結果であった。  
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次に多かったのが、「～がある /  いる」という存在を表す there  構文を使っ
て、There  is  no  one  who  has ～ /  There  are  no  people  who have ～と
英訳されたもので、文法的には間違いなく、文の骨格作りでは成功している。  
 (3)の他動詞文は、1 名の学生が Nobody has  ～と英訳したものである。こ
の学生は英訳する際に、「～を持った人は存在しない」→「誰も～を持たない」
と日本語を再解釈することで、Nobody を主語とする他動詞文での英訳を導
き出すことができたのであろう。  
これに関連して、本田・田中・畠山（2014）は日本語から英語に訳す際に、
日本語を再分析（Reanalys is）することで自然な英訳ができることをわか
りやすく示している。そこでは次のように、本課題文に応用できる否定文の
例も取り上げられている。 9 )  
 
 (4)   それに答えられる少年は    いない。  
  
(5 )   それに答えられる    少年  いない  
     can answer i t             no boy  
 
(6 )  No boy can answer it .                    
  （本田・田中・畠山 2014:  91）  
 
主語と述語の 2 つのかたまりに分けた (4 )の「少年」と「いない」を「少年  
いない」の 1 つのかたまりとして再分析し、「それに答えられる」→can 
answer i t、「少年  いない」→no boy と訳す。最後に英語の語順に並べ替え
て (6)ができる。  
 同じように課題文もこの再分析のステップを加えることで、 (9)の英訳は容
易に導き出せる。  
 
 (7)  あなたと同じ遺伝子の組み合わせを持った人は   （～）存在しない  
(8 )  あなたと同じ遺伝子の組み合わせを持った    ○人 （～）存在しない  
  has  the same genet ic  combinat ion as you have  no one /nobody  
 
(9 )  No one /Nobody has  the same genet ic  combinat ion as you have.  
 
 日本語では自動詞文であっても、英語では他動詞文として表現することが
多い。この点にも学生の注意を喚起する必要がある。  
231
3.1.2.2 学生の英語表現に見られる問題 
●「あなたと同じ遺伝子の組み合わせ」  
 「遺伝子の組み合わせ」は、genet ic /  gene combinat ion、combinat ion 
of  genes と表現できている学生が 13 名で、gene の形容詞のつもりで*genic、
意味上、複数とすべきところを単数のままにしている *combinat ion of  
gene などの間違いも見られた。  
 これに「～と同じ [N]」の意味を併せて正確に the same [N]  as  ～の形が
できているのは 9 名で、残りの学生は the  same の the が抜け落ちたり、as
とすべきところを前置詞 with や of  を使っていた。前置詞の with を使った
のは「あなたと」の日本語に引かれたものと思われる。as を使った学生は全
員 as  you と書いていた。as は関係代名詞で、日本語文中の「あなたと同じ」
は「あなたが持っているのと同じ」の意味なので the  same [N]  as  you 
have であるが、主節ですでに have が出ているので as  you と省略できる
（小西  1989）。しかし、学生がそのような構造に係る認識を持って as  you
と書いたとは考えにくい。as が関係代名詞で後には節がくるという認識はな
いままに、「あなたと同じ [N]」だから、the same [N]  as  you としたという
のが実際のところであろう。  
 ＜学生による英訳の具体例（一部）＞ 1 0 )  
same combinat ion of  gene  with  you  
the  same gene /genet ic  combinat ion as you  
the  same genic  combinat ions  as  you  
the  same combinat ion of  genes  as  you  
●「古今東西、あとにもさきにも」  
 学生はそれぞれの手段を使ってこの日本語表現の英訳を調べたようで、 in  
a l l  t imes  and places、  in  a l l  ages and countr ies を基本としたヴァリエ
ーション（間違いがあるものも含む）が見られた。求められているのが精確
な翻訳であれば、原文の日本語文にできるだけ忠実に訳出することが必要で
あろう。しかし、日本語文の意味を解釈し、自分の知っている英語の範囲で
表現することを第一に目指すのであれば、訳出しないのも 1 つの方法と認識
しておいてもよいのではないだろうか。（もちろん、もとの日本語文の意味を
損なわない範囲でという条件つきではあるが。）  
 
3.2 課題文 2 
3.2.1 英語試訳とその考え方 
「学んでいることがらの中に、何かあなたにとって意味のあるものを見出す
とはできないでしょうか。」  
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a)  Can ’ t  you f ind  something meaningful  ( to  you)  in what you  are 
learning?  
b)  Isn ’t  i t  poss ible  ( for  you)  to  f in d something meaningful  ( to  
you in what you are learning?  
c)  Wouldn ’t  i t  be poss ible ( for  you)  to  f ind something 
meaningful  ( to  you)  in what you are learning?  
 
 日本語文では明示されていない述語「見出す」に対する主語を「あなた」
と捉えてそのまま英語にしたのが a)であるが、Can ’t  you ～？では「あなた
は～できませんか？」という意味になり、直接的過ぎる。それを避けるため
に、形式主語 i t を使って Isn ’ t  i t  poss ible for  you to  do  ～？とし、より
客観的な表現にしたのが b)である。「あなたが～することは可能ではないか」
という意味になり、you を主語にした a)が持つ直接性を和らげた表現となる。
さらに、「見出すことはできないでしょうか」という日本語の述部の意味を考
えてみると、例えば、「（その気になれば /  やろうと思えば）見出すことはで
きないでしょうか」と括弧内のフレーズを補うことができることから明らか
なように、仮定の意味が読み取れる。そこで、b)を仮定法で表現したのが c)
である。  
 日本語文で、省略されている主語を全て補って、「（あなたが）学んでいる
ことがらの中に、何かあなたにとって意味のあるものを（あなたが）見出す
ことはできないでしょうか」とするとくどい。それと同様に、英語において
も文中に in what you are learning とあるので、a)～c)の括弧内の to you 
や for  you は省略してあっても、誰が見出すのか、誰にとって意味があるの
かは理解可能である。また、省略した方がすっきりした英文になると考える。  
3.2.2 学生の英作文 
3.2.2.1 文構造 
 この日本語文では主語が明示されていないが、「あなたにとって」とあるた
めに、英語文の骨格となる S+V にあたるのが「あなたが～を見出す」である
ことを学生は難なく理解できていた。学生の書いた英語文の構造は、大きく
括ると次の２つのパターンからなる。  
 
(10)  Can ’ t  you f ind  ～  ?  型   ：18 名  
(11)  Isn ’t  i t  poss ible to  f ind ～?  型 ：2 名  
 
(10)  で書いた 18 名のうち、日本語文に忠実に否定疑問文 Can ’ t  you f ind  
～  ?と書いた学生は 8 名で、Can you not  f ind  ～?  が 1 名、日本語文を正確
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に読み取らずに肯定疑問文 Can you f ind ～?と書いた学生が 5 名いた。ま
た、日本語文の「～できないでしょうか」という文末表現に仮定的意味を感
じ取り、そのニュアンスを何とか出そうとしたのか、Could you f ind  ～?と
書いた学生が 4 名いた。  
3.2.2.2 学英の英語表現に見られる問題 
●「何かあなたにとって意味のあるもの」  
  大部分の学生は、日本語の「何か～もの」は英語では something を使って
表現できることは知っているが、something meaningful  to  you と正しく
書けたのは 5 名だった。「あなたにとって」を for  you とした学生が 5 名お
り、「～にとって」を英語で表現するのに前置詞 to と for  のどちらを使えば
よいか迷う場合があることを示している。「～にとって」に相当する前置詞は
その前に来る名詞や形容詞によって決まるので、前置詞を含めたコロケーシ
ョンとして覚えるように促したい。2 名の学生は meaningful とすべきとこ
ろ meaning としており、品詞に対する意識の低さが見られた。  
 ＜学生による英訳の具体例（一部）＞  
something meaningful  to  you ：5 名  
something meaningful  for  you ：5 名  
something meaning for  you ：2 名  
●「学んでいることがらの中に」  
日本語で省略されている「学んでいる」の主語を英語では適切に補い、か
つ関係代名詞の what を使って in  what  you are  learning と表現できた学
生が 6 名であった。また、matter を使った学生が 5 名いたため、もしやと
思い、数冊の和英辞典で「ことがら」を引いてみると、案の定、matter が
一番に出てきた。ここからも、日本語の意味を考えて他の言い方を考えるよ
りも、あくまでも字面にこだわり、すぐに和英辞典に頼る様子がうかがえる。  
 ＜学生による英訳の具体例（一部）＞  
in what you are  learning  
in the  matter  that  you are learning  
in a matter  of  your  learning  
in the  matter you learn  
   
3.3 課題文 3 
3.3.1 英語試訳と考え方 
「農業の問題を考察するときにはまず必要なことは、農業の営みが行われる
場とそこに働き、生きる人々を総体としてとらえなければならない。」  
 a)  When we think of /  look at /  consider  agr icultural  problems,  we 
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have to understand the complete p icture o f  farming 
communities  and the people  who l ive and work there.  
 b)  When think ing o f /  look ing at /  cons ider ing agr icultural  
problems,  i t  is  necessary/  very important  to  understand the 
complete  picture o f  farming communit ies  and the  people who 
l ive and work there.  
 
 課題文 3 では、「まず必要なことは…なければならない」とあるように、下
線部で意味の重複があることに留意する必要がある。この意味の重複を取り
除くために、「農業の問題を考察するときにはまず必要なことは、…すること
だ。」、あるいは、「農業の問題を考察するときにはまず必要なことは、…なけ
ればならない。」と日本語文を捉え直さなければならない。それを踏まえて、
a)では英語の基本構造 SVO を作るために、日本語文で隠れている「考察す
る」「とらえなければならない」のそれぞれの主語を we で補って英訳してい
る。b)では、a)の when が導く副詞節を分詞構文にして文を引き締め、主節
についても日本語文の客観的な表現に合わせて、It  is  [Adj]  to  do の構文で
英訳している。  
3.3.2 学生の英作文 
3.3.2.1 文構造 
 課題文 3 の学生の英作文は、英語文の構造として破綻したものが多く、課
題文 1、2 に較べるとかなり難しかったことがわかる。英語文の形を成してい
たのは 9 名で、以下の 3 つの型に分類できる。  
 
 (12)What you need when you cons ider ～   
is  that  you should/must  ～：3 名  
(13)When you /we cons ider ～ /  Considering ～ ,    
you/we  should/must/have to ～：5 名  
 (14)When you cons ider ～ ,  i t ’s  important to  ～：1 名   
 
  いずれの型でも、英語では必要となるが日本語文には表れない「考察する」
「とらえなければならない」のそれぞれの主語を、読み手を含めて一般の
人々を指示する不定用法の you、または書き手を含めて一般の人々を指す同
じく不定用法の we を使って処理できている。うっかりミスかもしれないが、
(13)の従属節の主語を you、続く主節の主語を we と書いている学生が 1 名
いた。  
 日本語文の意味の重複部分については、 (12)では英語においても同様に繰
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り返されてしまっているが、 (13)、 (14)では日本語文の再解釈が行われたと
みられ、意味の重複は取り除かれていた。  
3.3.2.2 学生の英語表現に見られる問題 
●「農業の営みがおこなわれる場とそこに働き、生きる人々」  
  「農業の営みがおこなわれる場」は、the  p lace where  ～でそのまま英語
にしようとした学生が多い。ここでは、田んぼや畑のことだけではなく、人
が 農 業 を 営 み か つ 生 活 す る 場 、 す な わ ち 農 村 と 捉 え て 、 farming  
communities /vi l lages と表現してもよいのではないだろうか。いつもそれ
で問題が解決される訳ではないが、英作文の際には日本語の表現をそのまま
英語にしようとするのではなく、まず意味をよく考えてやさしい日本語に直
すことで自分の使える英語を引き出すことを意識させたい。  
 「そこに働き、生きる人々」は、people の前に必要な定冠詞 the の脱落な
どの文法ミスは散見されはしたが、 the/*φ  people  who work and l ive  
there、 the/*φ  people working and l iv ing there のいずれかの形式で 10
名の学生が書けていた。  
＜学生による英訳の具体例（一部）＞  
the  p lace  where agriculture is  worked   
the  p lace  where agriculture is  carr ied  out  
the  p lace  where  people working for  agriculture  
●「A（農業の営みがおこなわれる場）と B（そこに働き、生きる人々）を
総体としてとらえる」  
 試訳では、「A と B を総体としてとらえる」を「A と B からなる全体像を
理解する」と日本語を解釈し、understand the  whole/  complete  p icture  
of  A and B と英訳してみたが、この日本語にも学生は次のように苦戦してい
た。「総体としてとらえる」の「とらえる」を grasp（5 名）、comprehend
（1 名） ,  understand（1 名）としたのはよいが、catch（5 名）や capture
（2 名）はここでは不適切である。「総体として」も、*on the  whole、*as 
together など、適切に英訳されたものは残念ながらなかった。  
＜学生による英訳の具体例（一部）＞  
grasp on the  whole  ～ /  grasp  ～  on the  whole  
grasp as  together  
understand ～  as  the whole  
capture ～  together  
●「農業の問題を考察するときには」  
細かいところに目をつぶれば、英語としての形はほぼできており、3 名の
学生は分詞構文を使った英訳を書いていた。「～を考察する」はほぼすべての
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学生が cons ider を使っており、試訳で使った think of /  look at  ～などを使
った学生は 0 名であった。基本動詞+前置詞も含めて英語の豊かな句動詞が
様々な意味を表現できることを認識させ、もっと積極的に使えるようにする
ことも必要だろう。また、cons ider を使った学生のうち 5 名は不要な前置詞
about  を加えていた。英語動詞の自他の区別についての意識が低いことがう
かがわれる。  
＜学生による英訳の具体例（一部）＞  
When you cons ider  a  problem of  agr iculture  
Consider ing /when consider in g agr icultural  problems  
when you cons ider about  an agr iculture  problem  
 
4．まとめ 
 今回の試みは、日本語文を英訳する際に、日本語の文法構造を意識化させ
ることで学生の英作文が改善されるのではないかという発想から始めたもの
であった。その際想定した 1.3 の A)～D)の学生像のうち、「D) 日本語の構造
に対する認識不足から英語の構文がつかめないところがある」は、良い意味
で予想を裏切られる結果となった。少し難しかった課題文 3 は別にして、日
本語文法の授業前に提出した課題文 1・2 の英作文では、すでにほぼ全員が日
本語文で隠れている主語を適切に補って S+V の骨格作りができていた。日本
語文法の授業は英語文の骨格作りを意識させることを念頭に説明したのだが、
力の入れどころが学生の実態とずれていたことになり、今回の反省すべき点
となった。  
 では、自分が知っている知識で英語訳をさせる際に、学生には何が必要だ
ったのだろうか。その答えは、1.3 の A)～C)で想定した学生像と密接につな
がっている。今回の試みであらためて確認できたことは、想定どおり、学生
が日本語の字面にこだわって、与えられた日本語文をそのままなぞって英語
にしようとする傾向が非常に強いことだった。日本語の意味を考え、日本語
文を様ざまに言い換えて、自分が表現できる英語を導くような練習をまず取
り入れていくべきかもしれない。  
また、今回の試みで学生に関してもう 1 つ確認できたのは、英語を読むこ
とと英語を書くことの間にある大きなギャップである。英語を読むときには、
文構造の把握が基本となり、そこを押さえれば、名詞の単複、冠詞の有無な
どをはじめとする細かな文法への意識が少々薄くても大体意味は取れる。し
かし、英語を書くときには、文の骨格だけでなく、表現したいことを正しい
英語にするための細かな文法を理解して使えることや、語・フレーズを正し
く使えることがある意味厳しく求められる。本学科の学生には、英作文の練
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習用に作られたものではない課題文 1、2 のような生きた日本語の英作文練習
を通して、文法や語、フレーズの適切で正しい使い方を習得させ、英語を書
く力の基礎をしっかり固めていくことが必要なことであろう。その英語を書
く力の基礎には、日本語の文構造を分析できることが不可欠である。  
 
注 
1)  秋田・斎藤・藤江（2019）も参照。  
2)  この授業は、本稿著者のマユーが担当する授業で、その１コマを高橋が担
当した。  
3)  本稿の記号法としては、「～」で「動詞を含んだ句・節」を表し、各品詞
で名詞（句）を [N]、形容詞（句）を [Adj]と表現した。そして、句や文
の左上に付されている「*」は、文法的に不適切なものもしくは容認度が
低いものを表している。  
4)  イタリア語のように必ずしも一致のために明示的な代名詞を必要としない
言語ももちろんあるが、この授業は、英作文に特化しているため、細か
い言語学的な内容には触れないでおいた。イタリア語の例として、È bel  
tempo.などで、È は三人称単数現在の英語の be 動詞に相当する。bel は
「よい」で、tempo は「天気」である。  
5)  ドイツ語版は、 "Das  Schloss  im Himmel"(Uni fersum Fi lm,  2009)。  
6)  英語版 "Cast le  in  the Sky"(Studio  Ghibl i ,  1986)の BD 版を確認した
が、台詞では  "my eyes !  I  can ' t  see ! "  となっていた。  
7)  Agatha Christ ie .  The Murder of  Roger  Ackroyd ,  Harper,  
2002(1926)  と日本語訳として、アガサ・クリスティー『アクロイド殺
し』 (羽田詩津子  訳 )  (早川書房，2003 年 )。  
8)  誉田哲也『ソウルケイジ』 (光文社，2009 年 )と英語訳として、Honda,  
Tetsuya.  Soul  Cage,  Translated  by Gi les  Murray.  Titan Books,  
2017。  
9)  引用内の例文番号は、本稿のおける例文番号に変更している。  
10)  学生の具体例につけた下線部は、不適切な個所を示している。  
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